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 金（2006）に対する見解（別紙参照） 

・論文は，段丘面の縦断面形と背斜山稜の縦断面形の相似関係から，

活断層の長さを認定するものであって，後期更新世以降の地層や

段丘面を変位・変形させているかどうかに関するデータが示され

ていない。 

・金論文の図３ｂ．の各段丘面の分布を見ても，中央部から南北に

傾き下がるような形は見て取れず，これが小木ノ城背斜山稜の縦

断面形と相似しているとは認められない。 

・データのエビデンスが示されていない。 

 

 気比ノ宮断層の南方延長部に関する評価 

・中央丘陵における Iz 層準の褶曲の活動性が異なる。 

・中央油帯背斜南部延長部における段丘面に変位・変形が認められ

ない。 
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※金論文(2006)図１，図３ａ．ｂ．に加筆 

 
【当社の見解】 
・ 金論文は，段丘面の縦断面形と背斜山稜の縦断面形の相似関係から，活断層の長さを認

定するものであって，後期更新世以降の地層や段丘面を変位・変形させているかどうか

に関するデータが示されていない。 
・ さらに，金論文の図３ｂ．の各段丘面の分布を見ても，中央部から南北に傾き下がるよ

うな形は見て取れず，これが小木ノ城背斜山稜の縦断面形と相似しているとは認められ

ない。図３ｂ．によって，縦断面形が相似していると評価するのは無理がある。 
・ また，活断層長さを推定するに当たり重要な段丘構造のエビデンス（平面位置）が示さ

れておらず検証が難しい。 

別紙 


